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第10回「農を取りまく情報交流の広場」を開催！

令和６年２月17日（土曜日）、
サテライトキャンパスひろしま
（広島市中区）において、中国
四国農政局広島県拠点は、「広
島県の農業と農産物を知ろう～
地元産を食す～」をテーマとし
て、第10回「農を取りまく情報
交流の広場」を開催しました。
本イベントにはＷＥＢ参加を

含め50名の参加があり、総合司
会を当拠点 岩元職員が務めま
した。

始めに、当拠点 添野地方参事官が「広島
県の農業をとりまく状況を消費者に広く知っ
ていただくために開催しました。流通や生産
現場の実態について理解が深まることを期待
する。」とのあいさつを行いました。

満席状態の会場

添野地方参事官によるあいさつ

岩元職員による総合司会

続いて、中国四国農政局からの情報提
供として、当局 田中次長が「みどりの
食料システム戦略」の説明を行い、ス
マート農業の推進による成長産業化への
取組や広島県における温室効果ガス削減
の「見える化」などの取組及び環境に配
慮した農業の重要性を伝えました。



「第１部」 コーディネーター、パネリストの取組紹介

第１部では、コーディネーターを務められた、（一社）
むすぶ広島の代表であり、野菜ソムリエ上級プロの花井
綾美（はない あやみ）氏と、パネリストの、（株）ハラ
ダファーム本多 代表取締役の本多 正樹（ほんだ まさ
き）氏、せとだエコレモングループ 会長の宮本 悟郎
（みやもと ごろう）氏、（株）フレスタの佐々木 博弥
（ささき ひろや）氏、生協ひろしま 理事の佐々木 真朱
実（ささき ますみ）氏から、自身の取組を踏まえた自己
紹介を行っていただきました。花井氏よる司会進行

皆さんからは、「食育の推進」、「料理教室の開催」、「脱炭素化に貢献した農産
物の販売」、「皮まで食べれるレモンの販売戦略」、「Ｚ世代をターゲットにした商
品の開発」、「環境に配慮した農産物販売への注力」、「県内産飼料米を使用したタ
マゴの販売と今後の取組」など、生産・流通・販売・消費の各段階でご活躍されてい
る方ならではの興味深い発表がありました。

本多氏 宮本氏 佐々木（博）氏 佐々木（真）氏

「第２部」前半 意見交換会

第２部では、会場やＷＥＢ参加者から質問やパネリストに対し、「農産物や農林
業の流通で最近変わってきたこと」、「昔の農業との違いや若者が興味をもちそう
なもの」、「親の農業を承継しようとしているが大切なこと」、「未経験者でも就
農できるか」など、生産者、消費者、学生等様々な方から、質問や意見が出され、
活発な意見交換が行われました。

質問や意見を述べる会場参加者



第２部の終わりには、協力団体からの情報提供が行われ、株式会社 日本政策金
融公庫広島支店からは、自社で行った消費者動向調査の結果報告があり、年代別の
節約や健康志向などの傾向について解説が行われました。
次に、広島県農業協同組合中央会からは、県内産農産物の魅力を発信する取組と

県内農業を守る取組について、広島信用金庫からは、農産物の販路開拓を支援する
ため、食品関係事業者とのビジネスマッチングに取り組んだ事例の紹介が行われま
した。

（株） 日本政策金融公庫
広島支店 千原氏

「第２部」後半 協力団体からの情報提供

「第３部」 その１農政相談

「みどり認定」についての相談、
新規就農するための支援事業の情
報提供の依頼と相談など、様々な
相談等がありました。

会場内の展示パネル

せとだエコレモングループ宮本会長のブース農政局相談ブース

丁寧に説明する田中総括農政推進官

広島県農業協同組合
中央会 能美氏

広島信用金庫 赤木氏
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アンケートを実施

50代を中心に幅広い年代の方、様々な職業区分の方か
ら回答をいただきました。

参加者の皆さんからは、「現在起きている農業の問
題を深く知ることができてよかった。」、「農業に対
して考えて知る機会があり勉強になった。」、「第１
部で、現場で活躍されている方の生の意見を聞くこと
ができた。」などの感想がありました。

また、「年１回ではなく、テーマ別にもっと内容を
掘り下げた会がよいかと思います。」、「農水省主催
で、現場で悩んでいる生産者がオープンに参加できる
会にしてもらいたい。」、「第２部のパネルディス
カッションを、少人数の班形式としてもよかったので
は。」などの要望も寄せられました。

他方で、「パネリストの発表時間が短い、もっと聞
きたい、取組に対する意見交換もしたかった。」、
「もっと具体的なテーマに絞って行っては。」などの
意見もいただきました。貴重なご感想やご意見などを
今後の取組に活かすこととします。

「第３部」 その２パネリスト、協力団体との自由交流

県内産小豆のPR、県内農
業を守る取組に対する提
案、農業者と実需者とのビ
ジネスマッチングの状況な
ど多岐にわたる交流が行
われました。

広島信用金庫のブース 生協ひろしまのブース 花井氏のブース

（株）フレスタのブース ＪＡ広島中央会のブース

参加者の分布と評価


